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この 4 つの単独皮膚異常ごとの CSD の有病率は、順に 20.5%、15.9%、83.3%、41.7%、低位円錐の合併率は順
に 1.5%、2.3%、66.7%、25%であった。CSD有病率は、「陥凹」、「殿裂異常」、「付属物」に比べて「皮下腫瘤」
で有意に高く、低位円錐合併率は、「陥凹」、「殿裂異常」に比べて「付属物」、「皮下腫瘤」で有意に高いとい
う結果であった。「有毛」、「母斑」、「血管腫」単独は 1例ずつしかなく、「骨突出」単独は認めなかった。また、
多変量ロジスティック回帰分析の結果では、CSD との相関の強さは、「皮下腫瘤」（40.2）、「付属物」（6.4）、
「有毛」（2.6）の 3つにおいて、低位円錐との相関の強さは「皮下腫瘤」（358.3）、「付属物」（67.9）の 2つ
において統計学的に有意な結果が得られた（括弧内はオッズ比）。 
 
【結論】CSDの有無や低位円錐の合併率との相関の強さは皮膚異常の種類により異なる。多変量ロジスティ
ック回帰分析の結果、CSDとの相関の強さは「皮下腫瘤」、「付属物」、「有毛」において、低位円錐との相関の
強さは「皮下腫瘤」、「付属物」において示唆された。「陥凹」、「殿裂異常」は、「皮下腫瘤」、「付属物」に比べ
て、有病率あるいは重症度においてリスクの低い皮膚異常所見と考えられる。 
